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フィリピン・パナイ島の河川型マングローブ林からの炭素輸送

Carbon transport from a riverine mangrove forest on Panay Island in

the Philippines
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　マングローブ林は、その高い純一次生産および固定した炭素を隣接する生態系に溶質（全炭酸DICや溶存態

有機炭素DOC）や粒子（懸濁態有機炭素POC）として多量に輸送することで知られている。世界のマング

ローブ生態系からの報告をまとめた研究によると、炭素の67％はDICとして輸送され、22％はPOC、12%は

DOCとして輸送されている。こうした炭素の輸送量や形態はマングローブ林の状態（原生林、劣化した状

態、再生林等）や上流流域の特性に依存すると考えられる。ただこうした炭素輸送特性を明らかにするには情

報が不足しているのが現状である。そこで本研究では、フィリピン・パナイ島のKatunggan It Ibajay (KII) エコ

パーク内の比較的原生的な状態を留める河川型マングローブ林を対象に、炭素輸送過程を特徴づけることを目

的に、2017年9月に現地調査を実施した。 

 

　現地調査ではマングローブ林の出口付近定点での24時間採水およびクリーク内での空間採水を実施し、全ア

ルカリ度（TA）、DIC、DICの安定同位体比（δ13CDIC）、DOC、POC、POCの安定同位体比（δ13CPOC）の

試料を採取し分析した。クリーク上流の淡水域で、エンドメンバー試料の採取も実施した。 

 

　淡水エンドメンバーのTA、DIC値は約5,000μmol kg-1になっており、これは上流部流域に石灰岩地帯があ

り、その風化が顕著であることを示唆している。一方、マングローブ林クリーク内のDICは2,000~5,000 μ

mol kg-1であった。保存的混合モデルからの偏差として評価されるマングローブ起源DIC（DICmangrove）を

DICおよびδ13CDIC値から算出した。その結果、中間塩層（塩分5-18）および多塩層（塩分18-30）において

DICmangroveが184~2050 μmol kg-1となり、特に多塩層領域で大きくなっていた。DOCやPOCについても同様

にマングローブ起源のものを算出したところ、調査期間のおいてマングローブ起源炭素は約95％がDIC、残り

がDOC、POCの順であった。TAもマングローブ林内で生成されており、これは地下水や間隙水がクリークに

他する溶質供給源として大きく寄与していることを示唆している。今後、地下水フラックスやDICや

DOC,POCの起源となる有機物を調べることが、マングローブ林から隣接する生態系への炭素輸送過程を正確

に評価するために必要である。
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